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Implementation and Analysis of the “ S ubject-Wise In-Service Training Programs in General Education" 
Kazuak.i Y AMANARI and Kenji HATIORI 
Being assigned th巴 duty of organiz.ing systematic in-s巴rvice training programs by th巴 recent revision of the ordinances on 
university standards, the Osaka University Institute for Higher Education Res巴arch and Practice pJanned and organiz.ed the 
“ in-service training by subject in general education" for the first time. W巴 divided the teachers in charge of general educaｭ
tion into about 30 groups for in-service training classes bas巴d on their subjects. Each class held an in-service training and 
submitted reports. This in剖rvice training program was given a high rating by many participants. However, we have some 
areas of improvement for future training: ensuring the smooth operation of large classes, linking in-service training with 
improv巴mentsin teaching, and so on 
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アンケートの 「 くくり」である。 こ れをもとに実践セン
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も行い、 2 月末までに各部会ごとに「科目別FDJ 会議を
l 回は開催すること、実施された「科目別FDJ について
は所定のフォーマットで報告すること、 3 月下旬に今年














関することを含む) は約 3 分の 2 の部会で、授業方法に
関すること(教科書に関する事を含む)は約半数の部会
で、授業内容に関すること(シラパスに関する事を含む)











の 3 分の 2 以上を占めている (23件)。これ以外の形式
としては、ミ ニ・シ ンポジウムや研究会の形式 ( 2 件) 、
公開授業 ( 1 件)、実務作業( 1 件)があった。関係数
民が多い部会を中心 lこかmailを活用しての協議、情報交
換を行ったケー スもあった( 3 件)。 日 程調整が難しい
場合の工夫としてとらえたい。また、関係する部会(小
部会)で合同実施したケースもあった。













行われた 3 ) 。








































る。 そのいくつかを紹子卜してお こ う。
- 授業方法について、例えば、板書への評価が高かった
り、授業や試験等のフィ ー ドパックを学生は強く求め















この他にも、 TAを参加させた部会や 、 次年度担当者
を参加させた部会もあり、それぞれの実情 ・ 必要に応じ





































で、 いっそう効果的なFDとな る ことが期待される 。











じ得る。例えば、「基礎教養 l J 部会においては、「基礎













の場が形成された段階である。 2 年目においては、 一歩
進んだ活動が求められよう 。 もちろん、部会による差違



















2 ) 実状に合わせて、複数の部会 (小部会) で合同実施した部
会や、 1 つの部会で、複数回のFD活動を実施したところもあ
った。
「共通教育科口 ~IJ FDJ の実施と分析
3 ) 詳細は、大阪大学 ・ 大学教育実践センター ・ ホームページ
(hll p:llwww.cep.osaka - u .ac叩Imodules/fd/i ndex. php? 
conlenl_id=32) 参照。 なお、この公開授業は「大学教育実
践センター第 l 回公開授業」を兼ねて実施された。
4 ) この他、教授会に合わせてFD を実施した部会があった。
参加率が上げるための有効な工夫として位 i l:づけられよう 。
5) http://www.cep.osaka-u.ac.jp/uploads/class_fd_2008.pdf 
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